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ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
の「
ユ
ー
ラ
シ
ア
覇
権
ゲ
ー
ム
」に
描
か
れ
た

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
台
湾

セ
ッ
ポ
・
ニ
エ
ミ（
抄
訳
：
細
井
明
美
）

ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
政
策
に
大
き

な
影
響
力
を
持
つ
政
治
学
者
で
あ
る
。
彼
は
カ
ー

タ
ー
政
権
下
で
の
国
家
安
全
保
障
問
題
大
統
領
補

佐
官
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。

『T
he G

rand Chessboard : A
m

erican 
Prim

acy and Its Geostrategic Im
peratives*

』

は
彼
の
代
表
的
な
著
作
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
な

か
で
ブ
レ
ジ
ン
ス
キ
ー
は
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を

世
界
の
パ
ワ
ー
の
中
心
と
み
な
し
、
ユ
ー
ラ
シ
ア

大
陸
を
支
配
し
米
国
の
優
位
性
を
お
び
や
か
す
挑

戦
者
の
出
現
を
排
除
す
る
【
ユ
ー
ラ
シ
ア
地
政
学

的
戦
略
】
を
提
唱
し
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
開
始
以
来
、
ジ
オ
ポ
リ

テ
ィ
ク
ス
（
国
際
地
政
学
）
の
地
殻
変
動
は
目
ま
ぐ

る
し
い
ス
ピ
ー
ド
で
進
行
し
て
い
る
。
バ
イ
デ
ン

大
統
領
は
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、

台
湾
と
い
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
遠
く
離
れ
た

国
々
も
含
め
、
ロ
シ
ア
に
過
大
な
経
済
制
裁
を
与

え
る
た
め
に
先
進
国
の
国
々
を
結
集
さ
せ
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
た
だ
し
、
多
く
の
軍
事
ア
ナ
リ
ス

ト
が
認
め
る
よ
う
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
ア

ジ
ア
に
戦
略
軸
を
置
い
て
い
る
米
国
に
と
っ
て
主

要
な
戦
略
事
項
で
は
な
い
。

欧
州
は
、
ロ
シ
ア
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
に
深
く

依
存
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
規
模
な
対
ロ

経
済
制
裁
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
数
ヵ
月
以
内

に
深
刻
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機
に
直
面
す
る
。
欧
州

に
と
っ
て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
の
影
響
は
重
要
で
あ

る
が
、状
況
を
よ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
に
観
察
す
れ
ば
、

欧
州
が
無
視
で
き
な
い
別
の
結
論
に
至
る
は
ず
で

あ
る
。
同
時
に
、
中
国
は
危
機
に
直
面
し
て
中
立

を
保
つ
ど
こ
ろ
か
、
反
米
的
な
レ
ト
リ
ッ
ク
を
深

め
、
ロ
シ
ア
の
立
場
に
さ
ら
に
近
づ
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ロ
シ
ア
は
と
も
か
く
、
欧
米
の

シ
ナ
リ
オ
と
中
国
の
シ
ナ
リ
オ
の
違
い
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
「
グ
ラ
ン
ド
チ
ェ
ス
ボ
ー
ド
」
上

で
、
世
界
の
覇
権
を
め
ぐ
っ
て
欧
米
と
東
ア
ジ
ア

が
大
き
な
駆
け
引
き
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
明

確
に
示
し
て
い
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
が
深
刻
化
し
、
そ
こ
に
ア
メ

リ
カ
が
巨
額
の
投
資
を
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら

ず
、
バ
イ
デ
ン
は
こ
の
ゲ
ー
ム
に
お
け
る
自
分
の

戦
略
が
長
期
的
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
重
視
す
る
も

の
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
を
明
確
に
示
唆
し
て
い
る
。
欧
州
理
事
会
が

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
Ｅ
Ｕ
加
盟
候
補
と
し
て
受
け
入
れ

る
こ
と
に
合
意
し
た
こ
と
は
、
外
交
・
安
全
保
障

政
策
を
ア
ジ
ア
に
再
集
中
さ
せ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は

Ｅ
Ｕ
に
任
せ
た
い
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
意
向
に
確

実
に
合
致
し
て
い
る
。
米
国
の
忠
実
な
下
僕
で
あ

る
Ｅ
Ｕ
の
最
近
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
こ
の
秋
に
直
面
す
る
人
道
的
危
機
を
緩

和
す
る
ど
こ
ろ
か
、
欧
州
の
運
命
を
悪
化
さ
せ
る

だ
ろ
う
。今
と
な
っ
て
は
こ
の
ゲ
ー
ム
に
よ
っ
て
、

Ｅ
Ｕ
自
体
に
も
ツ
ケ
が
ま
わ
っ
て
き
た
よ
う
に
見

え
る
。

中
国
の
位
置
づ
け

中
国
は
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
多
く
の
国
に

と
っ
て
最
大
の
貿
易
相
手
国
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
戦
争
は
、
習
近
平
に
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
中
国
を
安
全

保
障
上
の
大
国
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
国
の

経
済
力
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。ア
メ
リ
カ
は
ロ
シ
ア
の
侵
攻
に
対
し
て
、

拡
大
す
る
北
大
西
洋
条
約
機
構
か
ら
Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ

（
日
本
、
米
国
、
イ
ン
ド
、
豪
州
の
同
盟
）
を
強
化
し
た

が
、
そ
れ
は
中
国
の
対
応
を
加
速
さ
せ
た
だ
け
で

あ
る
。
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そ
の
意
味
で
、4
月
の
ボ
ア
オ
・
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
習
近
平
が
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（
Ｇ
Ｓ
Ｉ
）」
創
設
の
意

向
を
表
明
し
た
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
し
、
先
の
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
サ
ミ
ッ
ト
で
安
全
保
障
問
題
が
異
常
に

重
視
さ
れ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
上

海
協
力
機
構
）
や
い
わ
ゆ
る
Ｒ
Ｉ
Ｃ
形
式
（
ロ
シ
ア
・

イ
ン
ド
・
中
国
）
の
枠
組
み
で
も
、
同
様
の
手
順
が

見
受
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
習
近
平
が
米
国
と
そ

の
安
全
保
障
上
の
同
盟
国
に
対
す
る
対
抗
軸
を
作

ろ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
ろ
う
。

米
中
間
の
長
年
の
対
立
は
、
２
０
２
２
年
6
月

の
第
19
回
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
対
話
で
、
南
シ
ナ
海
と

台
湾
に
関
す
る
ロ
イ
ド
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
米
国
防

長
官
と
中
国
の
魏ギ

鳳ホ
ウ

和カ

国
防
相
が
怒
り
を
あ
ら
わ

に
し
て
口
論
し
た
こ
と
に
表
れ
て
い
る
。

北
京
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
ロ
シ
ア
の
特
殊

軍
事
作
戦
を
綿
密
に
研
究
し
て
い
る
こ
と
は
広
く

知
ら
れ
て
お
り
、
明
ら
か
に
習
近
平
の
決
断
は
ド

ン
バ
ス
の
成
功
に
左
右
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ロ
シ
ア

の
勝
利
が
目
前
に
迫
っ
て
い
る
こ
と
は
、
中
国
に

さ
ら
な
る
自
信
を
与
え
る
だ
ろ
う
。
多
く
の
ロ
シ

ア
人
ア
ナ
リ
ス
ト
は
、
プ
ー
チ
ン
と
中
国
の
カ
ウ

ン
タ
ー
パ
ー
ト
が
「
台
湾
問
題 

」
に
つ
い
て
行

動
を
調
整
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
習

近
平
は
、台
湾
で
の
「
軍
事
部
隊 

」
に
よ
る
「
非

軍
事
作
戦
」
計
画
を
立
て
る
よ
う
指
令
を
出
し
た

と
さ
れ
て
い
る
。

総
じ
て
、
バ
イ
デ
ン
と
習
近
平
は
世
界
制
覇
に

向
け
て
戦
略
を
練
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
大
き
な
問

題
は
、
ど
ち
ら
が
よ
り
早
く
、
よ
り
優
れ
た
も
の

に
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
米
国
も
中
国
も

ま
だ
ゲ
ー
ム
に
勝
っ
て
は
い
な
い
が
、
は
っ
き
り

し
て
い
る
の
は
、「
世
界
」
と
い
う
チ
ェ
ス
ボ
ー

ド
の
上
で
駒
を
動
か
し
続
け
、
そ
の
女
王
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
は
な
く
ア
ジ
ア
で
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。

米
国
上
院
議
員
の
台
湾
訪
問
と
台
湾
海
域
で

の
中
国
軍
の
演
習

米
国
フ
ロ
リ
ダ
州
の
リ
ッ
ク
・
ス
コ
ッ
ト
上
院

議
員
が
7
月
7
日
の
午
後
、
2
日
間
の
日
程
で
台

湾
に
到
着
し
た
。
重
要
な
の
は
、
今
年
だ
け
で
7

人
の
米
国
上
院
議
員
が
台
湾
を
訪
問
し
た
こ
と
で

あ
る
。
４
月
に
は
メ
ネ
ン
デ
ス
上
院
外
交
委
員
長

が
６
人
の
議
員
を
率
い
て
ア
ポ
な
し
訪
問
し
た

が
、
こ
れ
も
北
京
が
猛
反
発
し
た
後
で
あ
る
。

中
国
は
、米
国
が「
独
立
勢
力
」を
煽
る
こ
と
は
、

戦
争
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
レ
ッ
ド
ラ
イ
ン
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
か

し
、
過
去
４
ヵ
月
以
上
に
渡
る
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
攻
を
踏
ま
え
、
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
習
主

席
が
プ
ー
チ
ン
の
脚
本
を
借
り
て
「
衝
撃
的
」
な

電
撃
戦
を
仕
掛
け
る
可
能
性
を
警
戒
し
て
い
る
。

国
営
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
に
よ
る
と
、
中
国
は
再

び
台
湾
近
海
で
大
規
模
な
軍
事
演
習
を
行
な
い
、

さ
ら
に
台
湾
分
離
主
義
勢
力
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ

の
支
援
を
「
無
益
」
だ
と
断
じ
た
。
中
国
国
防
省

は
、
こ
の
演
習
を
米
国
上
院
議
員
の
訪
問
を
狙
っ

た
警
告
で
あ
る
と
説
明
し
て
い
る
。

一
方
台
湾
は
、
中
国
が
典
型
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
一
部
と
し
て
海
峡
を
越
え
て
戦
闘
機
を
送
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
中
国
人
民
解
放
軍
の
新
た
な
軍

事
訓
練
を
「
挑
発
」
と
非
難
し
、
自
国
軍
を
厳
戒

態
勢
に
置
い
て
い
る
。
台
湾
空
軍
は
、
中
国
軍
機

を
迎
撃
し
、
警
告
す
る
た
め
に
戦
闘
機
を
緊
急
発

進
さ
せ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
共
和
党
・
タ
カ
派
は
、
予
想
通
り
、

中
国
に
対
し
て
多
く
の
無
責
任
な
攻
撃
的
政
策
を

推
し
進
め
て
い
る
。
そ
の
最
新
の
例
が
、
先
週
の

ネ
ブ
ラ
ス
カ
州
選
出
の
ベ
ン
・
サ
ッ
セ
上
院
議
員

の
演
説
で
あ
る
。
彼
は
、
1
兆
ド
ル
の
軍
事
予
算

と
台
湾
へ
の
明
確
な
安
全
保
障
の
約
束
、
そ
し
て

彼
が
「
太
平
洋
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
と
呼
ぶ
も
の
の
創

設
を
要
求
し
た
。

「
太
平
洋
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」
は
、
存
在
し
な
い
問

題
に
対
す
る
危
険
な
答
え
の
よ
う
に
思
え
る
。
中

国
は
太
平
洋
全
域
で
征
服
の
嵐
を
起
こ
そ
う
と
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
し
、
太
平
洋
諸
国
は
米
国

の
軍
事
的
圧
力
の
強
化
を
求
め
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
。
太
平
洋
に
お
け
る
中
国
の
経
済
的
・
外
交

的
影
響
力
の
増
大
は
、
そ
れ
に
対
す
る
軍
事
同
盟

を
必
要
と
す
る
よ
う
な
脅
威
で
は
な
い
。
軍
事
的

な
オ
プ
シ
ョ
ン
に
固
執
す
る
の
は
、
脅
威
を
軍
事
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的
な
も
の
と
し
て
扱
い
、
武
力
行
使
を
唯
一
の
手

段
と
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
の
政
治
家
の
典
型
的
な
姿

で
あ
る
。

米
国
の
代
理
戦
争
︑
対
ロ
シ
ア
と
対
中
国

ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
は
、
米
国
と
ロ
シ
ア
の
代
理

戦
争
で
あ
る
。
米
国
下
院
が
４
０
０
億
ド
ル
と
い

う
巨
額
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
を
可
決
し
た
今
、
こ

れ
が
代
理
戦
争
で
あ
る
こ
と
を
認
め
る
見
解
が
増

え
て
い
る
。
核
超
大
国
同
士
の
代
理
戦
争
は
危
険

だ
が
、米
国
と
中
国
と
の
代
理
戦
争
も
あ
り
得
る
。

大
局
的
に
見
れ
ば
、
中
国
は
ア
メ
リ
カ
の
地
政

学
的
な
主
要
な
競
争
相
手
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
は
世

界
最
大
の
核
兵
器
を
持
ち
、
そ
の
経
済
は
西
側
諸

国
が
制
裁
を
加
え
る
際
に
想
定
し
た
よ
り
も
大
き

く
、
弾
力
的
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
ロ
シ
ア

は
ア
メ
リ
カ
の
地
政
学
的
な
主
要
な
競
争
相
手
で

は
な
い
。
そ
の
ラ
イ
バ
ル
は
明
ら
か
に
中
国
で
あ

り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
、
人
口
と
も
に
ロ
シ
ア
の
10
倍
で
あ

る
。ア

メ
リ
カ
国
務
省
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
「
ロ
シ
ア

の
熊
」
を
、そ
し
て
今
度
は
台
湾
で
「
中
国
の
龍
」

を
突
い
て
き
た
。
米
国
は
ロ
シ
ア
と
の
代
理
戦
争

に
成
功
し
、
今
度
は
中
国
と
の
同
様
の
代
理
戦
争

を
望
ん
で
い
る
。
多
く
の
専
門
家
が
、台
湾
は「
太

平
洋
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。

バ
イ
デ
ン
自
身
は
、
台
湾
が
い
つ
侵
略
さ
れ

て
も
「
ア
メ
リ
カ
の
支
援
を
当
て
に
で
き
る
」

と
公
言
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
支
援
の
言
葉
に

裏
打
ち
さ
れ
る
よ
う
に
、
２
０
２
１
年
8
月
に

は
台
湾
に
榴
弾
砲
軍
事
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る

7
億
５
０
０
０
万
ド
ル
の
取
り
引
き
、
２
０
２
２

年
2
月
8
日
に
は
台
湾
の
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
・
ミ

サ
イ
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る

1
億
ド
ル
の
取
り
引
き
、
4
月
6
日
に
は
さ
ら
に

９
５
０
０
万
ド
ル
の
ミ
サ
イ
ル
取
り
引
き
が
行
な

わ
れ
た
。

こ
の
3
件
の
う
ち
2
件
目
の
契
約
の
後
、
台
湾

外
務
省
は
、
ま
る
で
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
の
向
こ
う
を

張
る
よ
う
な
言
い
方
で
こ
う
言
っ
た
。

「
中
国
の
継
続
的
な
軍
拡
と
挑
発
的
な
行
動
に

直
面
し
て
も
、
我
が
国
は
堅
固
な
防
衛
で
国
家
の

安
全
を
維
持
し
、
台
湾
と
米
国
の
緊
密
な
安
全
保

障
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
引
き
続
き
深
め
て
い

く
」
と
。

台
湾
を
太
平
洋
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
し
よ
う
と
す

る
米
国
の
取
り
組
み
の
拡
大
に
対
す
る
中
国
の
懸

念
は
、非
常
に
現
実
的
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　

（
２
０
２
２
・７
・
13
）

（Seppo	N
iem
i

／
政
治
・
経
済
・
軍
事
ア
ナ
リ
ス
ト
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
空
軍
予
備
士
官
）

＊
日
本
で
は『
地
政
学
で
世
界
を
読
む
』（
翻
訳
：
山
岡
洋
一
、

日
本
経
済
新
聞
出
版
）
の
タ
イ
ト
ル
で
出
版
さ
れ
て
い

ま
す
。

＊
本
記
事
は
紙
幅
の
関
係
で
抄
訳
い
た
し
ま
し
た
。

　
　

全
編
を
読
み
た
い
方
は
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
明
記
し
ま
す
の
で

原
典
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

https://greatpow
errelations.com

/ukrainu-and-
taiw

an-on-brzezinskis-grand-cheschessb/


	



